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自然について、
生命について。
伝え方を深く考える時間。

子ども教育学科

西出和彦 准教授

学生が、司会をしながら、
各班のチェックも随時行いました。

クイズを用いて楽しく学んでもらうととも

に、一つずつ丁寧に説明しながら進行し

ました。また、強い興味を持ってもらうた

めに、血管に過酸化水素水を注入し、血

液が青く変化することを確かめました。

改善点としては、イカの解剖に時間をか

けすぎたせいで、タコの時間が少なく

なってしまったことです。あらゆることを

想定したプランが必要だと感じました。

この授業では、模擬授業を軸としながら学びま

す。5人ずつ11班に分かれ、そのうちの一つの班

が先生役となり、生徒役の学生に対して本番さな

がらに授業を行います。先生役となった班は、指

導案を作成して、模擬授業に臨みます。ポイント

となるのは、子どもたちが自ら強い関心を持ち、

能動的な学びにつながる内容かどうかです。今回

のテーマは「生き物の体の構造と機能」。イカ・タ

コの解剖を、クイズなどを交えながら実施しまし

た。各臓器の場所、血液の色などを確認してもら

うとともに、生命の尊厳について考える機会としま

した。実感とともに伝える方法を学生自身の考え

方で展開してくれました。

こんな
チカラが
身につく
授業

保育内容研究（環境）

子ども教育学科2年

大矢睦実
（敦賀高校出身）

面白いだけじゃなく、
あらゆる想定が必要。



私は風景を担当しました。地元の方々からいた
だいたアドバイスも反映し、地元の表情をできる
だけリアルに表現することを心がけました。当
初、この物語を知らなかったので大変勉強にな
りました。絵本を読んだ子どもたちには、菜の花
の活動の経緯を知り、故郷の美しさを守るきっ
かけにしてほしいです。絵本を描くことが子ども
たちのためになる……今後もそんな活動があれ
ばぜひ参加したいと思いました。

子ども教育学科2年

平野友佳子（仁愛女子高校出身）

子どもたちに
伝わります
ように！

絵本『花いっぱいになあれ』の制作に協力。

私は人物の絵を担当しました。子どもたちの体
操服が実際の地元地区小学校のものであるこ
とや、人物が登場するシーンでは必ず主人公の
おじいさんが描かれていることなど、野村さんの
思いがより確かに反映されるように努めました。
作成後、感動したのは、菜の花フェスタに足を
運んだ際、絵本がぬり絵や紙芝居などに活用さ
れていたことです。本当に貴重な機会をありが
とうございました。

子ども教育学科2年

下村紗世（武生東高校出身）

夢である小学校教諭になるための勉強に活き
ていると感じています。例えば、“楽しませる引き
出しの多さ”。レクリエーションの企画でいろん
な切り口を持てるようになるので、いろんな角度
から様々な子どもたちが喜んでくれています。ま
た、クラブには子どもから大人まで幅広い年齢
層の方がいて様々な対話が生まれるので、とて
も楽しいです。

子ども教育学科1年

若野 蓮（武生東高校出身）

小学校の時からジュニアリーダーの小学生部
門である「みどり会リーダーズ」に所属していま
した。多様な活動の中には幼稚園訪問もあっ
てとても楽しく感じられ、それが、子ども教育学
科で学ぶ今の自分へとつながっています。活動
では最後にレポートをまとめる作業もあり、それ
は、保育士の仕事である指導案作成に役に
立っています。

子ども教育学科2年

下村道広（武生東高校出身）

～基本保育シリーズ～

「障害児保育」（青井夕貴 共著）　
「保育相談支援」（青井夕貴 共編著）
「保育内容総論」（石川昭義 共編著）
  　　　 中央法規出版、2015年

まなびアクション！まなびアクション！まなびアクション！まなびアクション！これから活
きてくる

学内外で
の活動これから活
きてくる

学内外で
の活動これから活
きてくる

学内外で
の活動これから活
きてくる

学内外で
の活動

子ども教育学科の学生たちは、授業以外でも、自らの力になる様々な活動に取り組んでいます。
あふれるような興味と、関心と、向上心が、学生たちの未来をさらに輝かせています。

将来の夢にも
役立ってます！

私たちは、基本保育シリーズ全20巻のうちの3冊に携わりました。このシリーズは、わが
国の保育士養成課程の科目で構成されており、保育士として必要な知識と技術を網
羅しています。各章にユニークな演習課題が付いていることが大きな特徴です。グルー
プで討議したり発表したりしながら、多角的な視点から理解を深められるように工夫しま
した。学生だけでなく、現場の先生方にも活用していただける内容です。

新著
紹介

「菜の花フェスタ」など地元・越前市の東地区自治振興会で行われている菜の花活動。
その実話を綴った原作本「黄色い海原 花いっぱいになあれ（著：野村亜弓さん）」をもとにした
絵本制作に、子ども教育学科2年の下村紗世さんと平野友佳子さんが絵の担当として参加しました。

ACTION1ACTION1

越前市ジュニアリーダーズクラブでの
活動が表彰されました。
地域の子ども会や学校行事に出向いて運営や指導を行う、中高生によるジュニアリーダー活動。
その功績が認められ、昨年は子ども教育学科2年の下村道広君、今年は1年の若野蓮君が
青少年地域活動奨励賞を受賞しました（現在は、二人とも大学生グループ「シニアリーダーズクラブ」に所属）。

ACTION2ACTION2
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